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議員の抱負今回、当選した各議員の抱負を掲載することとしました。　なお、正・副議長につきましては、前月号の議会広報をご覧下さい。

　皆さんこんにちは、新人議員の森田です。
　私は御船町に生まれ、この町に自信と誇
りを持っていました。しかし今の子どもた
ちはどうでしょうか。まずは新しい町長と
共に「誇りに思える御船町」を目指したい
と思います。
　また、ＰＴＡをはじめ消防団、農協理事、

福祉関係などいろいろと経験してきまし
た。
　これまでの経験を、今度は町の為に生か
し、特に子どもたちが「この町に生まれて
本当に良かった」と思える御船町を皆様と
一緒に造りたいと思います。よろしくお願
いします。

　私は、先の町議選で『地方創生待っ
たなし』を訴え、さらに①民意を重
んじる議会②障害者、女性、高齢者
を大事にする町③次世代の人材を育
む町④安全、安心に暮らせる町⑤若
者の夢を育む町⑥体育・野外活動、文
化活動の盛んな町⑦健康に配慮した

町⑧観光資源の発掘⑨都市部からの
移住者を増やす⑩放置竹林の整備
等々の諸策を提案致しました。
　今後は、これらを念頭に議員活動
をおこなって参ります。皆様方のご
支援とご鞭撻をお願い申し上げます。

　40 年間のサラリーマン生活で九
州各地の勤務を経験し外から御船町
を見てきた。退職後地元区長を経て、
その延長線上で町会議員となった。
　地域住民の声を行政に伝えるため
のパイプ役になるという公約を実行
していく。地域の諸課題とりわけ御

船町の北の玄関口として大きな発展
の可能性を秘めた高木地区をスター
トラインに、行政と一体となり計画
的なビジョン創りを目指したい。自
己研鑽に励み町創りの為の積極的な
政策提言を行っていく。

　私が議員になって実感したこと、
それは、町議会では、驚くほど皆さ
まの生活に密着したことが議論され、
決まっているということです。
　しかし、皆さまの思いが本当に議
会に届いていたのでしょうか？
　議員が本来託された役割を果たせ

ば、議会は変わります。
　議会が変われば、皆さまの生活が
必ず良い方向に進みます。
　より良い御船町を皆様と共に創り、
それを子どもたちに伝えていくため、
私はただまっすぐに、議会のあるべ
き姿を目指して進みつづけます。

森田優二

岩永宏介

中城峯䧺

福永　啓



今回、当選した各議員の抱負を掲載することとしました。　なお、正・副議長につきましては、前月号の議会広報をご覧下さい。

　今までの経験を活かし「学童保育
の充実」「子育て支援環境の整備」「通
学路の安全確保」を支援していきま
す。また平成音楽大学を活かした音
楽の町づくりを推進します。
　御船町は中山間地、平坦部と居住
環境が異なる地域がありますが、町

民平等の住民サービスを推進し、御
船町に住んで良かったと思える環境
づくりを推進します。

　２期目の目標は、３・６・９・12
月の定例議会以外の通年議会は議案
の内容によって、議会を開催するよ
う改善したい。
　又、現在町が抱えている課題の、竹
会社への債権約３億円の回収・吉無
田高原に進出している大型開発事業

の阻止・学校給食センター建設など、
重要な課題を早期に解決できるよう
活動を行っていきます。

　御船町には、今大きな課題があり
ます。竹バイオマス問題、訴訟の早
期解決、吉無田地区への開発進出等
山積となっているなか、議会の適正
化円滑化、議会活動の活性化を念頭
に、改善・改革すべきものは進んで
とりあげたい、所管の事務調査・陳

情・請願・要望の審査、審議は、慎
重に迅速な処理につとめたい。
　議会本来の政策提案や監視機能を
発揮し、町民の意思を把握し、議会
活動に反映させ町民、町の発展に努
力します。

　今、議会に求められているのは議
会の活性化であり、議会議員の政策
立案能力強化であります。議員自身
の手によって、住民要求に応える条
例案の提出や、時によっては首長か
ら提案された案件を修正することも
考えなければならないと思っていま

す。
　開かれた行政、開かれた議会をめ
ざして今後一層努力して参ります。

川博和

田上　忍

池田浩二

清水　圣
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議員の抱負

　私は『新生御船町の為１歩前へ』を
スローガンとして 4 期目に挑戦致しま
した。
　御船町が今何をなすべきか ? を真撃
に受け止め、安全で安心な町、そして
地産地消で元気な町づくりの為、全力
で気力ある限り貢献していきます。

　また、私の座右の銘は『百術は一誠
にしかず』であり、今風に言えば、パ
フォーマンスよりも誠意をもって事に
当たるべしという事だと思います。御
船町議会議員としての誇りを持って御
船町発展の為、議員活動に邁進して行
く覚悟です。

　議会基本条例制定後、通年議会制
に取り組み 6 年目となる。
　議会広報紙の毎月発行や政務活動
費の導入、また全国からの視察受入
など当議会は全国区になったのでは
なかろうか。
　当議会の名に恥じぬよう、議員と

して、本来の議会の目的である行政
のチェック機能を高めるとともに、
議会活動等の資質を高めるため、よ
り一層議員活動に精進したい。

　議員５期目を迎えることになりま
した。
　町はいま、さまざまな問題を抱え
ているとともに、地方創生など新た
な事業もでてきています。そのよう
ななかで、議員活動ができることに
責任と喜びを感じています。

　また、今回議会選出の監査委員に
就任いたしました。議員とは違う角
度から行政をチェックするというこ
とで、難しさもありますが、身が引
き締まる思いであり、今まで議員と
して培ってきた経験をもとに、この
大役を全うしたいと思います。

　今期の議員活動の抱負ですが、私たち
は平成 22 年に熊本県初となる御船町議
会基本条例を制定、また、九州初となる
通年議会を導入し、「町民とともに歩む議
会」「行動する議会」「開かれた議会」３
つの理念で議会改革を進めてきました。
　今回中山間地域を見て回って少子化、

高齢化、空き家等が 4 年前とくらべて一
層深刻な状況でした。そこで国が進めて
いる地方創生を使って廃校跡地、空き家
も利用すれば、人口増にもつながり元気
な中山間地域になりはしないか。今期は
地方創生に期待し議会活動をしていこう
と思っている。

塚本勝紀

田中隆敏

沖　徹信

岩田重成



地方創生調査特別委員会設置（6月会議）

一部事務組合初議会開催 表紙写真説明

緊急報告

～意気込み～

郡内の町長・町議選挙の実施に伴い、近隣の町と構成している一
部事務組合において、初議会が開催された。
なお、初議会において、決定した事項は以下のとおり。

組合長	 奥名克美（甲佐町長）
副組合長	 藤木正幸（御船町長）

管理者	 荒木泰臣（嘉島町長）
副管理者	 藤木正幸（御船町長）
副管理者	 西村博則（益城町長）

管理者	 奥名克美（甲佐町）
副管理者	 藤木正幸（御船町）
副管理者	 荒木泰臣（嘉島町）

御船町甲佐町衛生施設組合

御船地区衛生施設組合

上益城消防組合

　東京一極集中が生んだ弊害が地方の疲弊化である。
御船町も人口減少・高齢化・限界集落・地域経済の低
迷等危機的状況から如何に脱却し、人口増加・経済の
創出・地域の活性化を目指し御船町創生に取り組むか、
将来にわたる大事な時期を迎えた。地方創生調査特別
委員会は、現場感覚で様々な政策提案を計画し、そし
て実施・成果を見極めて行きたい。委員長　田端 幸治

※６月会議で審議採決された他の議案につきましては、次月号
にて掲載します。

27 年 5 月 26 日開催

27年5月26日開催

27年5月27日開催

副管理者	 工藤秀一（山都町）
議長	 江藤　強（山都町）
副議長	 境野隆文（嘉島町）

副管理者	 奥名克美（甲佐町長）
議長	 池田浩二（御船町議）
副議長	 森田義雄（嘉島町議）

議長	 清水　圣（御船町議）
副議長	 本田　新（甲佐町議）

　６月会議にて、田端議員（賛成者６人）から提出
された地方創生調査特別委員会の設置の発議が全会
一致で可決された。
　これは、国が進める地方創生について、特別委員
会を設置し議会独自で対策を講じるため。互選され
た委員については次のとおり。
　今回、委員長に就任した田端地方創生調査特別委
員長から、委員会への意気込みについて伺った。

設置後の初委員会（Ｈ27.6.18）

　「風
ふう

神
じん

太
だい

鼓
こ

」は、平成 10 年に水越の活性化
の起爆剤にと、天草の湯島中から滝水中に赴
任された校長先生の発案で、滝水中学校の生
徒達の手で始められました。平成13年に滝水
中学校閉校の後

のち

、「水
みずこし

越太
だい

鼓
こ

」として小学校児
童に引き継がれました。しかし、児童数の減
少により継続が困難となり（平成 17 年閉校）、
平成 15 年より地域の活性化に役立てようと、
当時の PTA を中心に、地域の皆さんの支援
をいただき「水

みずこしふうじん

越風神太
だい

鼓
こ

」として新たに出
発し、今年で 13 年目になります。
　毎年、地域の運動会や、水越ホタルを見る
会を中心に演奏活動をしています。
　昨年、水越地域の活性化を図ろうと、「水越
地域活性化協議会」を立ち上げ、少子高齢化
の進むこの地区を少しでも元気づけようと活
動が始まっており、微力ながら私たち「風神
太鼓の会」も太鼓の響き（ひびき）に負けな
いように、地域活性化のため力を合わせて頑
張っています。

委員長	 田端幸治
副委員長	 川博和
委員	 沖徹信
	 清水圣
	 中条峯䧺
	 岩永宏介
	 森田優二

「風神太鼓の会」プロフィール
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先
月
31
日
東
京
で
地
方
創
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
『
地
方
で
暮
ら
す
、
日

本
が
変
わ
る
』
が
行
わ
れ
、
石
破
茂

地
方
創
生
担
当
大
臣
は
「
こ
の
ま

ま
何
も
し
な
い
と
、
東
京
だ
け
人
口

が
増
え
続
け
、
地
方
の
人
口
は
ま
す

ま
す
減
り
続
け
る
。
し
か
も
東
京
の

出
生
率
は
極
め
て
低
い
。
わ
が
国
は

人
口
減
少
と
い
う
国
内
問
題
に
よ
っ

て
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
石
破
大
臣
の
講
演
は
、

す
ご
く
わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ
い
。

し
か
し
、
故
郷
ひ
い
て
は
日
本
が
な

く
な
る
と
い
っ
た
怖
い
話
で
す
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
、
講
演

を
含
め
て
他
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
互
い
に
研
鑽
を
積
み
、
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
て
い

き
た
い
。
こ
れ
が
真
の
意
味
で
の
地

方
自
治
、
お
ま
か
せ
民
主
主
義
と
は

そ
ろ
そ
ろ
決
別
す
べ
き
時
代
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
御
船
町
議
会
に
設
置
さ

れ
た
『
地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会
』

に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。岩

永　

宏
介

南木倉
米納康志 さん
（御船高校校長）

ひと

かがやく

　

本
年
度
の
定
期
異
動
で
、
御
船
高
校

の
校
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
米
納
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

御
船
高
校
は
、
旧
制
中
学
の
流
れ
を

く
む
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
学
校
で
す
。

建
学
の
精
神
で
あ
る
三
綱
領「
誠
実
・
自

学
・
自
律
」
の
も
と
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の

と
れ
た
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
学

科
・
コ
ー
ス
と
し
て
、
普
通
科
、
普
通

科
芸
術
コ
ー
ス
、
電
子
機
械
科
を
設
置

し
、
様
々
な
活
動
を
と
お
し
て
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
持
っ
た
未
来
の
社
会

を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
電
子
機
械
科
は
、
も
の
づ
く
り
を

と
お
し
た
人
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
部

活
動
で
は
マ
イ
コ
ン
制
御
部
の
ロ
ボ
ッ

ト
班
が
、
通
算
９
回
の
全
国
優
勝
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
関
係
で

も
音
楽
・
美
術
・
書
道
と
も
に
全
国
大

会
に
出
場
す
る
よ
う
な
優
秀
な
成
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。
進
路
の
面
で
は
、
就

職
決
定
は
１
０
０
％
、
進
学
で
も
国
公

立
大
学
か
ら
専
門
学
校
ま
で
幅
広
い
生

徒
の
進
路
希
望
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、
３
年
間
の
高
校
時

代
に
様
々
な
こ
と
に
熱
中
し
、
そ
の
能

力
や
可
能
性
を
広
げ
、
輝
く
未
来
に
羽

ば
た
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。本
校
生
は
、と
て
も
素
直
で
い
い
生

徒
た
ち
で
す
。
そ
の
力
を
伸
ば
し
、
大

き
な
夢
や
目
標
を
実
現
さ
せ
て
あ
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
御

船
高
校
で
学
び
、
地
域
で
、
日
本
で
、
ま

た
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
と
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
６
年
後
に
迫
っ

た
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
さ
ら
に
充

実
し
た
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
御
船
高
校

へ
の
御
支
援
、
御
御
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　
議会の予定 7月

１日	 消防庁舎開庁式

８～９日	 広報委員視察研修
	 （東京都町田市・全国町村議長会）

８日	 視察受入
	 （山形県山辺町議会）

10日	 消防庁舎落成式

	 全員協議会（予定）

13日	 九州自動車道建設促進沿線
	 議会理事・幹事会（延岡市）

14日	 視察受入
	 （奈良県吉野郡下市町議会）

17日	 議会（予定）

22日	 視察受入（臼杵郡議長会）

28～29日	事務局職員研修（東京都）
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御船高校への御支援を


